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ビ デオ親 聴 ｒ難 繍こ銚戦 玄る 趨能 カー召層錦 一」

（乎威 ５隼１朋 １蝸 （日

３．
ビ デ 貧 の 療 徽 こ 軌 ・て の 糠 討

ア ト 澄 Ｊ 陸 皮 嬢 炎 ・ 慢 縫 関 灘 リ 汐 マ チ ・ 受 の 他

、乞 記 療 例１こつ い て ⑳ 蟹 疑 憾 答

「気の 蟹 割 の瞭 鷲⑳ 気劾 の敬 蟹付 け

７９

臼 本 テ レ ビ で 放 映 の ビ デ 漆 を３ 紛 １こ 嚢 と 彰 淀 も の）

司 会 （團際 環鑑 。勲欝 蟹寧葦 臼 擬縫 醸

（郷錦 難溝 綴 鏡蕨 所嬢） 灘 錦兜 錐

㈱緩糖櫛榊 獺串衆葵

幹欝 禽 蝦麓 嬢・ 菊滋 疑鱒 ・溺 察衆義

第３咽 菓京女子医大 漢方慶学研発会

ヨ 時 平 成６ 隼６月２２Ｂ （水） 午 後５ 時３０分～ ７時

場 所 麗床 講堂 ２

演 題 司会 復 藤 弘

至． η一８⑬⑪７ くツ ぷ ラ 続 命 湯） の 薬 理 学 的 研 究

く 煉 女 医 犬 附 属 東 洋 医 学 研 究 所，
２〕株 式 会 鮭 ツ ム 刻 後 藤 稲 宏…｝・ 杉 本 晃坦〕・

平 野 泰 雅望〕・ 山 滅 鯉｝・ 自 蝦 罷 騨㌻・ 濠 篭 敦２｝

２
． 漢 方 方 翻 η・至３§ （ツ ム ラ 繕 擾 湯） の 簾 外 分 泌 に 対 す る 影 響 の 検 討

｛王欄 棚 医大 匿学部 第二 肉 楳 宣〕ツム ラ 串央 研究 所，
罰凍 女医 太鮒 属襲 洋医 学研 究 駒 鐵 口 進 篶

薪稗 一郎霊㌧ 小 繊靖 瓢 ㈱ ・ 凶禰 激１

３． 榮苓 激こ変 芳後， 禽箆 癒状 の懸 化を 規花横 瘍俊 犬纏 炎の ２例

（東 女医 犬附 麟棄 洋慶学 概究 榊 小森 瀦俊 拳 リ 燧 宏焚 ・

新 弾 儀 ・ 瞭 欝 頼 平 ・ 俊 嬢 瓢 ・ 代 獺 笈 濠

４． 轟 炎 の 濃 嬢 例

（策女慶 犬 鮒鱈棄 洋慶 学研 鏡所）ｌ１憾 籏父 ・新 弗 儒・ 串欝 額繁 ・鐙 灘 瓢 ・ 代蟹文 濠

祷 溺講 演 濁会 代 鎚文 彦

漢芳 薬の 鏡代 薬躍 学飽 鰹弱 （昭稿 薬科 犬学 病態 麟掌 教授） 鰯代 眞一

娑 蟹獲 議人 代 蟹文 彦

漢 方方識 ＴＪ一王３８の 緯外 努 激 二対す る影 響の 検討

溜 穂医 大 医学轟 第二 内稗，
２）ツムラ 串央 研究

所，
茗凍 女医 犬蹴属 東 洋医 学研 究所）

函 ８ 遭 ）・ 新 弗 ］ 郎！〕・

小 松 蟻 弘到・ 出 浦 常島〕

帽 鋤 今 蒙で 漢方 芳翻⑳ 簿外 労 泌１こ斌 する 検討 は行

わ れ て い 鮎 ・． 今 園 ラ ッ ト を 溺 い て η一王３８の 膵 外 分 泌

に 対 す る 影 響 と そ の 停 鰯 機 序 の 鱒 粥 を 扇 的 と し た．

〔方漆妻偉 重鰯ｏ～３２鎗 の 寧イス ター 系 鰹陸ラ ッ トを

吸 入 麻 酔 下 で 鰯 腹 し、 鰹 欝， 鱗 蟹， ヤ ニ茅竃陽， 馴 こカ

ぶ皿 一 脈登橘入 鰯 憲後， 曹灘 篤鰯 漢夢 体外 へ誘 導 し闘

腹 し 怒
． 薮 花 頚 欝 繍 砧 於 ぶ 汲 一 汐 彩 鰯 入、 術 後 ３ 日

閥の 鰯複 畿縛 祝２鰭鰯総 食後， 次 の３ 駒こ分けて 繁験

を符っ 花． ④ η一至 鍬 糖擬 湯１ 塘／聴 れ．腕１蒸留 水に

溶解） を胃 内投 与 し， コ ン トむ一 洲ま蒸留 水の みを投

与， ② ＣＣＫ 受容体 措抗 識 ¢ 概１幽把艘漉 ：５腕ｇ炊ｇ／

１ｍｌ） を ＴＪ－１３８投与 前３粉 １謂 肉投 専， ③ア ゆ ピ ン

（３００μｇ／ｋｇ／繍） を η一夏３８投与 翻 分前か ら持 続点 溝投

専
． 各 群の 膵液 は薬斉塞投与 煎至 蒔閥 と投 専後 薯時 閥ま

で 各々３０分 毎 に 採 取 し， 液 量亭 嚢 禽 塁 を 灘 定 し た
．

〔結果〕 灘 液量， 蛋 自労 滋 劉ま 羽一至総投 専後３Ｃ分 を

ピ ー ク；こ各 々 基 礎 檀 の工．§繕， ２．養 徹 こ上 暴 し， こ の 時

血＝串 ＣＣＫ は 奮 意事こ企 録 し 淀 （至８、㈱ 念至、２ マｓ２２１総 童

１一毫晦 綱）．Ｌ賦 幽 ㎜燃 餅溺で蟹幽分激 摘 翻こ抑

糊 慈 れ 花． ア ト 鰍 ビ ン 餅 溺 で１凄麟 綴， 蟹 慶 分 泌 の 郷 繍

は 縛 ち れ なめ灼 次．

（繕 輸〕 η一工３８の麟 外分 泌鰯激 僚溺 秘認 め 曇扱 ＣＣ沢

壷串心１こ消 化鷲 添ル 遜 ン影介 じ災 僚溺機 簿鳶堵 吏ら れ
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第３２回葉京女子医大 漢方医学研究会

Ｂ 時 平 成６ 年１王月３０日 （氷） 午 後５ 時３０分～ ７時

場 所 臨床 講堂 ２

演題 司 会 代 田文 彦

１． 慢 性 膵 炎 モ デ ル ＷＢＮ／Ｋｏｂ ラ ッ ト に 対 す る ＴＪ－１３８ （ツ ム ラ 桔 梗 湯），

ＴＪ一王０９ （ツ ム ラ 小 柴 胡 湯カロ楮 梗 石 膏） の 作 用

（’〕株 式 会 社 ツ ム ラ 中 央 研 究 所，
２〕昭 和 大 医 学 部 第 二 内 科，

ヨ凍 女 医 大 附 属 東 洋 医 学 研 究 所） 新 井 ］ 郎’，・ 間 瀬 明 人１〕・

長 谷 川 雅 之１〕・ 木 谷 敏 之１，・ 囲 口 進２〕・

山 浦 常引 ・ 小 松 靖 弘’〕ヨ〕・ 自 坂 龍 駿 〕

２． 漢 方 薬 を 服 用 し て 「人 生 が 楽 し く な っ た」 ２ 症 例

（東 女医大 附属 棄洋 医学 研究 所） 中野頼 子・ 小 森田俊 幸・

川 越 宏 文 ・ 新 井 信 ・ 佐 藤 弘 ・ 代 田 文 彦

３
．

気道 粘液 線毛輸 送系 にお よ ぼす漢 方方 剤の 効果

（第一 内科） 千代 谷厚 ・玉 置 淳・ 多賀 谷悦 子・兼 村俊 範・ 金野 公郎

特 別 講演 司 会 金 野公 郎

呼 吸器疾 患と 漢方 治療 （東女 医大附 属東 洋医 学研 究所 客員 教 翻 松 田邦 夫

当 番世 話人 金 野公 郎

１１ 慢 性 膵 炎 モ デ ル Ｗ ＢＮ／Ｋｏｂ ラ ッ ト に お け る

ＴＪ－１３８（桔 梗 湯）， ＴＪ－１０９（小 柴 胡 湯カ纈桔 梗 石 脅） の 作

用

（１〕株 式 会 社 ツ ム ラ 申 央 研 究 既 ２〕昭 和 大 医 学

部第 二内 科，
引東 女医大 附属 東洋 医学 研究 所）

新 丼 ］ 郎’〕・ 間 瀬 明 人’〕・ 長 谷 川 雅 之一〕・

木 谷 敏 之’〕・ 田 口 進望〕・ 山 浦 常 引 ・

小 松 靖 弘１〕島〕・ 自 坂 龍 畷引

ＴＪ－１３８ （桔 梗 湯） は 膵 外 分 泌 勅 激 作 用 を 有 す る．
そ

こ で こ の ＴＪ・１３８お よ び 桔 梗 含 有 漢 方 方 剤 で あ る ＴＪ－

！０９の 遺 伝 性 慢 性 膵 炎 モ デ ル Ｗ 酬 一Ｋｏｂ ラ ッ ト に 対 す

る 作 用 を 検 討 し た．

〔実 験 方 法〕 ５ 週 齢 の 雄 性 Ｗ ＢＮ／Ｋｏｂ ラ ッ ト に ＴＪ・

１３８
，

ＴＪ－１０９ を 各 々 Ｏ
．
４ ％

，
１
．
２５ ％ Ｍ Ｂ－３ （船 橋 農 場 ：

祷 殊 繁 殖 職 司料）に 混 笹 て 投 与 した
． 薬 物 投 与 ２， ４，

６ ヵ 月 （１３， ２１， ２９週 齢）の 時 点 で 血 液， 尿 検 査， ＰＦＤ

テ ス ト， 膵 臓 の ｈｙｄｒｏｘｙｐｒｏ 繍ｅ 含 量 の 測 定， 膵 組 織 の

ＨＥ 染 色， Ａｚａｎ 染 色 で の 評 価 を お こ な っ た
．

〔繕 剰 Ｗ ＢＮ／Ｋｏｂ ラ ッ ト は Ｗｉｓｔａｒ ラ ッ ト に 比 較

し て王３週 齢 の 時 点 か ら 膵 の 萎 縮， 膵 組 織 の 繊 維 化， 膵

臓 中 の ｈｙｄｒｏｘｙｐｒｏｌｉｎｅ 含 量 の 増 犬 が み ら れ， そ れ は

２９週 齢 ま で 持 続 し た． し か し， ＰＦＤ テ ス ト の 結 果 か ら

は， ２９週 齢 に な っ て は じ め て 膵 臓 の 外 分 泌 能 の 低 下 が

認 め ら れ た． ま た， 糖 尿 病 症 状 （尿 糖， 血 糖， 血 中 フ

ル ク ト サ ミ ン 濃 度 の 上 昇） も２９週 齢 で は じ め て 観 察 さ

れ た． し た が っ て， Ｗ ＢＮ／Ｋｏｂ ラ ッ ト は 膵 の 繊 維 化 の

結 果 と し て， 膵 外 分 泌 障 害， 糖 尿 病 を お こ す も の と 考

え ら れ た
．

こ れ ら の 症 状 に 対 し て ＴＪ－１３８
，

ＴＪ－１０９は 今

回用 いた 実験 条件 の範 囲で は明ら かな 作用 は認 めら れ

な か つ た
．

２
．

漢方 薬 を服用 して 「人 生が楽 しく なっ た」 ２症例

（東 女医 大附属 東洋 医学 研究 所） 申野 頼子

漢 方は 心身 一如 の医学 と言 わ れてお り， 心と 体を 切

り 放 さ ず に 考 完 る． 漢 方 治 療 に よ り 心 身 共 に 調 子 哀 く，

人 生 部 楽 し く な っ た ２ 症 例 を 報 告 す る．

〔症 例 王〕６孝歳， 女 僅， 主 訴 は 肩 こ り で あ る が， 副 甲

状腺 機能 充進 症で 経過観 察中 で病 気に 対す る不 安感 が

非 潮 こ強 く， 神 経 質 で 心 配 性 で あ る． 胃 が 痛 く な る こ

とカミ多 い こ と と 不 安 が 強 い こ と よ り 半 夏 潟 心 湯 合 半 夏

厚朴 湯 （煎じ 薬） を処 方し， 肩こ りも 胃の 調子 も良く
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